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１．ジョージア工科大学での研究活動 

 

Exoskeleton（外骨格パワードスーツ）という、人間の歩行や荷物の運搬などをサポートするロボット

のラボに配属されました。私は、AI を活用した研究をすることができるラボとして、Epic lab を希望しまし

た。 

私が扱った Exoskeleton は Hip Exoskeleton で、リュックサックのように背負うことのできるウェアラブル

型のパワードスーツで、すべてのコンピューターやアクチュエータ、機械学習のプロセッサーなどが搭載され

ており、自由に動くことができます。Hip Exoskeleton は、ユーザの数秒前の歩行状態や、歩行環境、歩行者の

生体データなどをもとに、数秒後の歩行状態を予測し（High-level control）、予測した歩行状態をもとに、適切

なトルクを計算し（Mid-level control）、計算されたトルクを現実世界で実現するための制御を行うことで(Low-

level control)、ユーザの歩行をサポートします。 

私は、機械学習や深層学習の研究を希望していたため、High level control と Midlevel Control にかかわる研

究を行いました。具体的には、Temporal convolutional network を活用したモデルを作成し、より高い精度で

トルクの予測を行うためのモデル構築と、複数の歩行環境における学習率の違いなどについて分析を行いまし

た。研究の流れとしては、自分で関連する論文を探し、分野についての理解を深め、どんな研究をしたいのか

考え、プレゼンを行い、研究テーマを決定しました。 

 

Hip Exoskeleton の概観、トルクの予測方法 

２．研究活動における日米の違い 

学部１年生から研究室で研究をしていたからこそ、日本の研究室とアメリカの研究室には大きな違い

が数多くあるように感じました。2 つ例を挙げます。 

一つ目は、ほぼすべてのラボメンが、9 時から 11 時にかけてバラバラとラボに来て、17 時にはラボを

出ることです。完全に夜型のラボメンは少なく、PI がラボに残っているかどうかにかかわらず、ほぼ決

まった時間にラボを出ていました。17 時頃にラボに残っていると、「どうしてラボに残っているんだ？」

と聞かれ、17 時以降からが研究において勝負の時間だと考えていた価値観を持っていた私は大きな刺激

を受けました。また、金曜日は、16 時頃から少しずつ帰宅し始め、家族との時間や友人との時間、筋ト

レなどの個人の時間を重視していることに触発を受けました。ラボにいると「今日は何時に帰るの？」と



聞かれることが多かったです。ライフワークバランスを重要視する生活は、日本よりも過ごしやすいと感

じました。 

二つ目は、ラボが持っている空間や施設が日本の研究室と桁違いであることです。一つのラボが独占し

ているとは思えない広さの実験室や、十分すぎる数の ML コンピューターなど、資金の面で日本と研究

環境が大きく違うと感じました。また、優秀な研究者が世界各国から Georgia tech に集っており、ラボ

を卒業する学生の多くが Stanford や MIT などの更に良い研究環境にラボメンが多い印象を受けました。 

三つめは、研究者としてのスタンス、研究室での過ごし方の違いです。研究のスタイルとして、（日米

というより学部生と PhD の違いかもしれませんが、）メンターや PI から何か言われるのを待っていては

何も進まず、自分でなにができるか、何をしたいのかを想像以上に積極的にアピールしていかなければ、

何も研究が進まないことを痛感しました。同じ時期に lab に入った UCSD 出身の博士の学生が、メンタ

ーや PI にたくさん質問をして、Catch up するために数十本関連する論文を短期間で読んできていたこと

に、第２週目に強い刺激を受けました。 

四つ目は、研究室の制度です。Georgia Tech では、日本の大学のように全員が学部時代から研究室に

配属されるのではなく、研究したい人だけが研究室に配属するため、モチベーションの高い優秀な学生が

多い印象を受けました。また、学部 2 年生から、研究室に興味のある学生が研究室で研究することがで

きる制度が充実していました。 

 

３．米国の文化・生活面での発見・苦労等 

ラボに行く途中や、街を歩くとき、初対面の現地の人と、週末何をしたのか、何をしに行くのかなど、他愛

もない話をフレンドリーにできる日常は、とても心地よかったです。また、食事は基本的に高く、とても高カ

ロリーで、緑糸の食材が全くない場合が多いことに衝撃を受けました。帰国後に最初に食べた好き家の朝ごは

ん定食は絶品でした。物価は高いですが、自炊中心の食生活であれば、あまり問題ないように思いました。 

 

４．本プログラムに参加の成果・意義 

本プログラムでは大きく三つのことを学びました。 

一つ目は、研究者として実力主義のアカデミアの世界で研究をすることがどういうことなのか、最先端

の研究環境で 2 か月間研究をする中でイメージすることができました。研究室の環境や、研究室に集う人

材などを考えると、研究者として生活していくなら、日本ではなく海外で研究するべきであると強く実感

しました。 

二つ目は、自分が普段大学で過ごしている中では簡単に出会うことのできない、想像以上に向学心旺盛

でモチベーションが高く、志が高い優秀な学生や社会人がアメリカに集うことを実感しました。一緒に渡

航し、寝食をともにした Nakatani JP fellows との対話の中で、多くの気づきや学びがありました。ルーム

メイトとは、夜中まで一緒に研究し、夜食を作りながら日が昇るまで語り合った経験は生涯の財産です。

また、渡航前に日本で二か月研究していた、Nakatani US fellows が現地を案内してくれたり、遊びにつれ

ていってくれたりしたことも多かったのですが、Georgia tech の中で選抜された優秀な学生がどんなこと

を考えているのか、どういったモチベーションで研究をしているかなどを話すことも刺激になりました。



将来世界各地で活躍していく学生と、学生時代に連帯を築くことができたのは、このプログラムに参加し

た最も大きな意義であると感じています。また、現地に通う日本人の学生や、現地で働く日本人との交流

の機会を通して、強い志や信念をもった人が日本を離れ、世界に飛び立っていることを強く実感し、自分

自身も人生をかけて成長し続けていくために、海外で学び、海外で働きたいと考えるようになりました。 

三つ目は、Work life balance の重要性です。17 時に必ず帰宅する習慣やアメリカの party culture や、

などを体験し、限られた時間の中で最大のパフォーマンスを発揮し、成果を残すスタイルに刺激を受けま

した。また、家族や友人、個人の時間を大切にしているラボメンとの交流を通して、一人の人間としての

幸福の基盤をつくるからこそ、社会全体の幸福を追求できることを改めて実感しました。 

 

５．謝辞・応募を考えている未来の RIES へ 

Nakatani RIES プログラムを通して、私は人生で最も充実した夏の 2 か月間を過ごすことができました。

学部２年生として、専門知識も不十分だった私にとって、研究室の配属の１年以上前に実際に最先端の研

究環境で研究し、将来研究者としてどのように生きていくのかを考え、アメリカに集う優秀な学生との交

流を通して切磋琢磨しあい、様々な価値観を学ぶことができた経験は、私にとって間違いなく一生涯の財

産です。研究に興味のある日本全国の学生、特に学部一年生にとっては、これ以上ない充実したプログラ

ムだと思います。ぜひ学部 1 年生に積極的に申し込んでほしいです。 

また、研究者になるかどうかを悩んでいる人にとっても、実際のアカデミアの世界に没入し、向学心旺

盛な学生と寝食をともにでき、アメリカの文化や価値観を体験することができる Nakatani RIES プログラ

ムは、長い人生のなかで間違いなくターニングポイントになると思います。 

最後に、貴重な機会を提供してくださった中谷医工計測振興財団の小川さん、藤川さんをはじめとする

関係者の皆様、Georgia Tech の Prof. Takayama、研究で行き詰った時に相談してくれた Dr. Lee Soojung、

研究を支えてくれた Epic lab のメンバー、PI の Dr.Aaron、メンターの Dongho、RIES Alumni の皆様、

そして日本全国から集った Nakatani JP fellows、本当にありがとうございました。 

 

メンターの Dongho(左)、同じ部屋のラボメンの Yash(中央)、US Fellows との別れ際の写真 

 

 

 


